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Viewpoint this month

日本品質管理学会主催 サービスエクセレンス部会／生産革新部会キックオフフォーラム 基調講演

インターネットが前提のサイバーファーストな社会で
我が国が生き残るために必要な行動・施策
リレー連載　第80回
東京大学 大学院 情報理工学系研究科 教授
江﨑 浩 氏

「垂直な模倣」で大きなイノ
ベーションが起きている中国

　皆さん、こんにちは。本日は「サイバー

ファーストの世界」についてお話をさせて

いただきます。

　私は毎年1回は中国に行って工場など

を見て回ります。この間はディスプレイの

工場を見て来ましたが、もう先進国の前

提を前提とはしない段階に彼らは来てい

ます。社会主義国なので、土地やモノに

所有権がないから、いきなりシェアリングエ

コノミーの世界です。条件は変えることが

可能だという前提で活動し、スケルトン＆イ

ンフィル型でシステムを作り、さらに徹底し

たIT化で効率化をはかっています。レガ

シーの塊・日本とは全く逆です。

　日本人は技術を模倣し、学習し、自分

のものにするのが基本でした。早稲田大

　インダストリー4.0では、サイバースペース

の中で世の中で起こっていることのデジタ

ルコピーを作ります。モノにセンサーをいっ

ぱい組み込んで、何が起こっているのか

を全部コンピューター上で把握します。こ

れがIoTです。IoTで世界をコピーし、コン

ピューターでシミュレーションと解析をして、

その結果どうするかをフィジカルスペースに

プリントアウトします。経済産業省の言うコ

ネクテッド・インダストリーというのは、このよう

な話です。

　では、その次に来るサイバーファーストっ

て何なのか？ そもそもサイバースペースで

ハナから設計してしまいます。中国の工場

では、職人では思いつかないような「あや

しいこと」をコンピューターが思いついて、

それをシミュレーションし、解析しながらアウ

トプットを行い、学習を続けているので、シ

ステム全体がどんどん賢くなっています。

　日本におけるインターネットの研究開発と構築
を牽引するWIDEプロジェクトの代表である江﨑
浩氏（東京大学大学院情報理工学系研究科教
授）が、8月30日に東京大学で開催された「日本
品質管理学会サービスエクセレンス部会／生産
革新部会キックオフフォーラム」で「インターネット
が前提の社会 〜サイバーファーストな世界への
進化〜」と題する基調講演を行ったので、その概
要を報告する。講演の中で同氏は、「垂直な模
倣」で大きなイノベーションが起こしている中国と
日本の現状を比較しながら、サイバーファーストな
社会に向けて我が国が生き残るために必要な行
動・施策を論じ、「今度は中国から盗み返そう」と
提言した。（本誌編集部）

学の井上達彦先生は、模倣には「水平

な模倣（improvement）」と「垂直な模倣

（innovation）」があり、水平な模倣は抽

象化があまりなくて、すぐに真似られてしま

うが、垂直な模倣になると抽象化が高く、

非常に高く舞い上がるので、違う場所に

舞い降りてしまい（適用）、イノベーションに

なると言っておられます。今の中国は、まさ

に垂直な模倣により大きなイノベーション

が起こっているのです。

　これまでのフィジカルファースト、つまりモ

ノ中心の前提が変わり、サイバーファース

トになりつつあります。例えば、熟練の設

計者は、とても優秀なので変なことを考え

ません。しかし、コンピューターは突拍子も

ないアイディアを考えて、それをコンピュー

ター上でシミュレーションし、オペレーション

するので、人間では思いつかないものを

作り出します。
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通貨や鍵の物理実態は仮の姿

　人類の歴史を見ると、1番目は家畜・農

耕の時代、2番目は物流・工場の時代、

3番目がインターネット・コンピュータの時代

へと移っていくわけですが、日本が強かっ

たのは2番目の時代です。1番目・2番目は

「モノ」が重要だったのが、3番目になると

「コト」が重要になってきます。「コト」の世

界で一番価値があるのは「コード」です。

コードというのは、ルールやプログラムのこ

とです。物理的なモノというのは、簡単に

入れ替えられてしまうということを認識す

る必要があります。

　インターネットがやっていることを、物流

で考えてみましょう。江戸時代の物流は、

それぞれのモノに専用の物流システムを

作りました。それが、1950年代に入ると、コ

ンテナパレットが発明されました。このお陰

で、物流システムはシェアリングエコノミー

になったのです。コンテナのパレットには

何でも載せることができます。どんな会社

でも使えるので、いろんな会社がつながり

ます。インターネットもまったく同じことをやっ

ています。文字や音声や画像などをすべ

てデジタル小包にして届けることができま

す。誰でも使うことができるので、みんなに

つながります。それにデジタル情報はほぼ

光の速さで動きます。すごいのは、作って

欲しいモノの設計図をデジタル情報で送

れば、3Dプリンターで出力してくれます。

媒体に依存しなくてよいことで、束縛がな

くなり、自由につながるようになりますし、シ

ンプルな共有インフラでシェアリングエコノ

ミーになっていきますし、物理倉庫もなくな

ります。

　お金のデジタル化について考えてみま

しょう。お金とは、価値を抽象化・デジタル

化したものです。モノと交換するために都

合のよい共通のデジタルバリューです。特

に金本位制が破綻してからは、お金は数

字になりました。同じお金でも、キャッシュ

には「落書き」はできません。ですが、仮

想通貨ならできます。ここで言う「落書き」

とは、お金をいつ、どこで、どれくらい使っ

たかということを全部書くことができること

です。例えば、ポイントカードもそうです。皆

さんがどんな購買をしたかが全部分かる

ので、相手にしてみれば、ちょっとくらいオ

マケをあげても、それを上回るすごい価値

があるわけです。

　今度は鍵について考えてみましょう。

私はもう留守邸の鍵を持ち歩いていませ

ん。今はスマートフォンの中に仮想の鍵が

入っているからです。うちは５人家族で

すが、そのうちの１人が鍵を落とすと、家

族全員が鍵を作り直さなければなりませ

ん。何と原始的なことでしょう。鍵はたまた

ま金属のあのような形をしていただけで、

それが少し前にカードに代わり、今ではス

マートフォンの中にあります。

　よく考えると、お金も鍵も、サイバーファー

ストで考えると、今の物理実態は単なる仮

の姿なんです。

　皆さんの工場にはたくさんのIoTデバイ

スが入っています。それらはすべてオンラ

インでつながるようになっていきます。ネット

ワークを通じて、いろんなものとつながるよ

うになり、機能もどんどん変えられるように

なります。背後にAIと呼ばれる知性が存

在し、それがどんどん賢くなっていきます。

このように、成長することを前提にシステ

ムを作るので、機能の変更や注入が可能

になります。すると、専用デバイスがいらな

くなってくるのです。冒頭にお話したスケ

ルトン＆インフィルです。変えられることを前

提にしたシステム設計を皆さんはやったほ

うがいいと思います。

PUSHからPULLへ

　デジタル化によってどのような変容が

起きるかというと、プッシュ（push）がプル

（pull）になります。そのためには脱サイロ

（De-silo-ing）が必要です。今の技術

構造は垂直統合型（サイロ型）モデルとい

う閉域システムになっていて、社内の管

理部門と営業部門と生産部門はまったく

話をしません。おまけにそれで既得権益を

得ているので、今の仕組みを変えることに

サイバーファーストの世界

“Cyber-First” 1. Degital-Native Design
in Cloud DC

3. Print out !4. Degital
Copy !

2. Simulation & Analysis
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反対します。ですがこのモデルは、ビッグ

データ解析や人工知能実現の大障壁な

んです。これをアンバンドル化＝ネットワー

ク化して、水平統合型モデル（連携・協調

プラットフォーム）にしなければなりません。

　うまくいった事例を紹介します。ある建

設会社が在庫50億円の倉庫を作って

欲しいという依頼を受けました。その会社

は、IT活用による物流改善をはかって倉

庫を小さくすることで、在庫30億円の倉

庫で対応できるようにして、建設コストを下

げることに成功しました。これは初期投資

を少なくしただけでなく、効率的なサプライ

チェーンも構築できたことになります。これ

がインダストリー4.0が目指していることだと

思います。行く手を阻む既得権益を克服

するポイントは調達です。いかに上手く調

達するかで、水平統合型モデルを構築で

きるかが決まると思います。

　次は、プッシュからプルになるということ

を、商品を認識し、関心を持ち、比較検討

し、購入し、使ってみて、良かったらSNS

で自慢するという一連のプロセスで考え

てみましょう。皆さんは例えばお店に行っ

て服を試着するとします。でも、そのお店

では買わないで、インターネットで一番安い

ところを見つけて、そこで買いますよね。そ

れをさらに進めて、お客さんが何をやって

いるかをすべてリアルタイムで把握できる

ようなシステムを作ってしまうと、もう会社

の中に広報や広告の部門がいらなくなり

ます。なぜなら会社全体がお客さんとつ

ながっているからです。商品情報が会社

とお客さんとで共有されると、顧客経験が

ダイレクトに生産現場に伝わります。例え

ば、「私たちが作ったタイヤについて、お客

さんはこんなことを思っているのか」という

ことを、生産現場は商品企画部から言わ

れるのではなく、お客さんから直接情報が

入って来るようになるのです。

　次は５Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔、躾）

の話です。中国の工場に行くと５Ｓが表示

されています。５Ｓは、効率性と品質の向

上、エネルギーと事故の減少に貢献しま

す。実はこれを多目的なエコシステムとし

て１つにできます。１つに投資すれば、複

数の利益が出るようにデザインできます。

これも実はシェアリングエコノミーです。中

国はこれをもう実現したようです。

　東日本大震災で分かったことがありま

す。工場のデジタル化を推進していたある

メーカーは、被災後すごく早いスピードで

復興を果たしました。設計図がすべてデジ

タルで残っていたからです。一方、ある大

手電機会社の工場は約１年間再稼働で

きませんでした。理由は、カイゼンの魂でも

のづくりを行っており、そのカイゼンの履歴

がなかったため、一から作り直す必要が

あったからです。危機管理のクオリティとし

て、工場のデジタル化は必要です。

中国から盗み返す

　もう一度、模倣と真似の話をします。中

国に対して、「全部真似しろ」とは言いま

せんが、やはり真似すべきところはあると

思います。どうしてかというと、彼らは私た

ちとは違う前提で工場もマーケットも作っ

ているからです。中国は、日本の全部を盗

んでいます。「盗まれた」という光栄なこと

が起こっています。そこで私たちは、今度は

「中国から盗み返す」ということを考えた

ほうがいいのではないかと思います。

　フランスの哲学者であるカトリーヌ・マラ

ブーが「日本は弁証法の国だ。自分達

が集積してきた知をテーゼとすると、アン

チテーゼは大体海外からやってくる。そ

の時、模倣するだけではなく、自分なりに

解釈してうまく統合して、新しい第３のソ

リューションを導き出す」と述べています。

日本人はもともと、こういうことがとても上

手なんです。

　ただ、いまのAs-isを見ているだけでは、

たぶん海外からやってくる「アンチテーゼ」

に気がつかないと思います。別のところを

見に行ったほうがいいのではないでしょう

か。私が提案するのは、毎年１回はあや

しいところへみんなで見学に行くのがい

いと思います。例えば、学会で見学に行く

と、会社の名札を外せますよ。（笑）▼

（取材日：2018年8月30日）

垂直統合から水平統合へ

ビッグデータ解析・人工知能
実現の“大”障壁・障害

アンバンドル化
＝ オンライン化

既得権益

“De-Silo-ing”

垂直統合型モデル
（閉域システム）

水平統合型モデル
（連携・協調プラットフォーム）






